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指定管理者の管理運営に対する評価シート 

 

所管局・部・課 都市ブランド創造局総務文化部文化企画課 

評価対象期間 令和７年４月１日～令和８年３月３１日 

 

１ 指定概要 
 

指定管理施設 

名  称 

①Ｊ：ＣＯＭ北九州芸術劇場 

（北九州芸術劇場） 

②北九州市立響ホール 

施設類型 目的･機能 

Ⅰ － ④ 

所 在 地 
①北九州市小倉北区室町一丁目１番１号 

②北九州市八幡東区平野一丁目１番１号 

設置目的 

①演劇を主とした舞台芸術の制作及び公演、当該舞台芸術を

担う人材の育成等を行うとともに、市民自らが演劇、音楽等

の活動をする場を提供することにより、優れた芸術文化を市

民が享受する機会の拡大及び新たな芸術文化の創造に資す

る。 

②音楽を主とした公演、音楽を担う人材の育成等を行うとと

もに、市民自らが音楽等の活動をする場を提供することによ

り、優れた芸術文化を市民が享受する機会の拡大及び新たな

芸術文化の創造に資する。 

 

利用料金制の状況 非利用料金制 ･ 一部利用料金制 ･ 完全利用料金制 

指定管理者 
名  称 公益財団法人 北九州市芸術文化振興財団 

所 在 地 北九州市小倉北区室町一丁目１番１号 

指定管理業務の内容 

両施設共通 

・施設の使用許可に関する事務 

・使用料の徴収に関する事務 

・施設の維持管理に関する事務 

・自主事業の実施【政策支援の業務】 

・貸館業務【政策支援の業務】 

・集客事業（広報宣伝、イベント企画業務） 

 

指定期間 令和７年４月１日～令和１０年３月３１日 

 

様式２ 
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【参考：評価レベル】 

評価 

レベル 
乗 率  評価レベルの考え方 

５ １００％ 良 い 要求水準・目標・計画を大幅に上回り、特に優れた管理運営がなされている 

４ ８０％  要求水準・目標・計画を上回り、優れた管理運営がなされている 

３ ６０％ 普 通 要求水準・目標・計画を満たしており、適正に管理運営がなされている 

２ ４０％  要求水準・目標・計画を下回る管理運営がなされている 

１ ２０％  要求水準・目標・計画を大幅に下回る管理運営がなされている 

０ ０％ 適切でない 不適切な管理運営がなされている 
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２ 評価結果 
 

評価項目 

指定管理者 

の自己評価 
市（所管局） 

の評価 

 

配点 
得点 

（評価結果） 市（ 所 管 局 ）の評価理由 

※指定管理者の自己評価との 

相違理由 など     

１ 施設の設置目的の達成（有効性の向上）に関する取組み ５０ ４３ 

 
（１）施設の設置目的

の達成 
４ ４ 

両施設とも適切に管理運営されている
が、特にＪ：ＣＯＭ北九州芸術劇場大ホ
ール・中劇場の利用件数・稼働率につい
ては目標を大きく上回る水準となって
いることが評価できる。（いずれも対目
標比115％以上を達成） 

３５ ２８ 

 （２）利用者の満足度 ５ ５ 

利用者への情報提供の工夫や施設全体
で利用者・来場者のサポートを行い、サ
ービスの質向上に努めたことから高い
満足度を達成しているため。 

１５ １５ 

２ 効率性の向上等に関する取組み ３０ ２０ 

 （１）経費の低減等 ３ ３ 

物価の高騰等により、人件費や光熱水
費等が増額する中、こまめな照明の消
灯や空調の運転に関わる節電行動の実
施等に努めることで適切に管理運営さ
れている。 

２０ １２ 

 （２）収入の増加 ４ ４ 
２館あわせて前年度収入額を大きく上
回る水準となっているため。（対前年
比：136.6％） 

１０ ８ 

３ 公の施設に相応しい適正な管理運営に関する取組み ２０ １４ 

 
（１）施設の管理運営

（指定管理業務）
の実施状況 

４ ４ 

事業の円滑な実施や安全対策・危機管
理の推進のため、舞台芸術・音楽・アー
トマネジメント・舞台技術等に精通し
た経験豊かなプロの専門職を配置し、
専門人材による質の高い運営体制の維
持に努めている点が高く評価できる。 

１０ ８ 

 
（２）平等利用、安全

対策、危機管理体
制 など 

３ ３ 

日常の事故防止について、危険が予想
される箇所への予防措置や緊急時の避
難誘導経路など、利用者への安全対策
に関する具体的な説明を行う等、十分
な安全対策のもと適切に管理運営され
ている。 

１０ ６ 

 

 

 

合 計 １００ ７７ 【参考：総合評価ランク】 

Ａ：優れていると認められる        （８０点以上） 

Ｂ：やや優れていると認められる （７０点以上８０点未満） 

Ｃ：適正であると認められる   （６０点以上７０点未満） 

Ｄ：努力が必要であると認められる（５０点以上６０点未満） 

Ｅ：かなりの努力が必要であると認められる （５０点未満） 

総合評価ランク 

（Ａ～Ｅ） 
Ｂ 

 

（評価レベル：０～５） （１００点満点） 
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【総合評価】 ※指定管理者の特筆すべき功績及び努力を求める点等を踏まえ、総括的に記入してください。 

〇施設の管理運営は適切に行われた。 

〇Ｊ：ＣＯＭ北九州芸術劇場各ホール（劇場）では、大規模催事について、次回利用に向け

た早期からの働きかけや、利用者との良好な関係づくりに努めることで、利用拡大につな

げる等の工夫を行っており、これらの結果が高い利用件数・稼働率につながっている点が

高く評価できる。 

〇事業実施においては、電子チケット・キャッシュレス決済等のＤＸの推進、財団共通の

チケットシステムの運用など、利用者の利便性や満足度の向上に努めている。 

〇施設全体で利用者・来場者をサポートするための様々な取り組みを実施しており、高い

満足度を達成している。 

〇市内図書館・小中特別支援学校・福祉施設等へのアウトリーチ、大学生インターンシッ

プの受入れ、中学校授業への職員派遣等を実施するなど、文化施設としての地域貢献機能

を発揮したことは高く評価できる。 

 

【北九州市指定管理の評価に関する検討会議における意見】  

休館した近隣ホールの受け皿として具体的に働きかけを行った点など、指定管理者独自の

積極的な取組みを適切に評価している。 

今後も市と指定管理者と協働で、市民サービスのより良い向上に向けて連携していただき

たい。 

 

 

 

＜参考＞現指定期間中の評価結果 

区 分 
令和７年度 

（１年目） 

令和８年度 

（２年目） 

令和９年度 

（３年目） 
 平 均 

 

 
７７ － －  ７７ 

※高評価のインセンティブ（更新制）について 

▶１～３年目の平均点が７５点以上の指定管理者（指定期間５年間の事業者に限る）

について、１期に限り指定の更新（＋５年間）を認めるもの。 

※低評価のペナルティ（次期選定時の減点）について 

▶最終年度を除く全指定期間中の平均点が５９点以下の指定管理者について、同指

定管理施設の次期選定時の審査において減点（総合得点から１０点または１５点

をマイナス）するもの。 
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事業報告書（指定管理者による自己評価） 

 

１ 指定管理施設及び指定管理者の概要 
 

指定管理施設 

名  称 
① Ｊ：ＣＯＭ北九州芸術劇場（北九州芸術劇場） 

② 北九州市立響ホール 

所 在 地 
① 北九州市小倉北区室町一丁目１番１号 

② 北九州市八幡東区平野一丁目１番１号 

指定管理者 

（自己評価者） 

名  称 公益財団法人北九州市芸術文化振興財団 

所 在 地 北九州市小倉北区室町一丁目１番１号 

指定期間 令和７年４月１日～令和１０年３月３１日 

事業報告（自己評価）の 

対象期間 
令和７年４月１日～令和８年３月３１日 

 

２ 企画提案事業・自主事業の実施状況（対象：自己評価の対象期間） 
 

企画提案事業 
応募時提案 
（□にレ点） 

実施の有無 
（〇・×） 

備 考 
（補足説明等） 

 なし ☐   

  ☐   

  ☐   

  ☐   

自主事業 
応募時提案 
（□にレ点） 

実施の有無 
（〇・×） 

備 考 
（補足説明等） 

 創造事業（芸術劇場）  ○  

 公演事業（芸術劇場）  ○  

 提携・協力事業（芸術劇場）  ○  

 学芸事業（芸術劇場）  ○  

 創造事業（響ホール）  ○  

 公演事業（響ホール）  ○  

 育成事業（響ホール）  ○  

 連携事業（響ホール）  ○  

 国際音楽祭事業（響ホール）  ○  

 自動販売機の設置  ○  

※応募・申請時の提案書や毎年度の事業計画書等に記載の事業を記入してください。 

様式１ 
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３ 自己評価結果 
 

評価項目及び評価のポイント 
自己 

評価 

１ 施設の設置目的の達成（有効性の向上）に関する取組み  

 （１）施設の設置目的の達成 評価レベル

（０～５） 

  ① 計画に則って施設の管理運営（指定管理業務）が適切に行われたか。ま

た、施設を最大限活用して、施設の設置目的に沿った成果を得られている

か（目標を達成できたか）。 

４ 
  ② 利用促進を目的としている施設の場合、施設の利用者の増加や利便性を

高めるための取組みがなされ、その効果があったか。 

  ③ 複数の施設を一括して管理する場合、施設間の有機的な連携が図られ、

その効果が得られているか。 

  ④ 施設の設置目的に応じた効果的な営業・広報活動がなされ、その効果が

あったか。 

 ［評価の理由、要因・原因分析］ 

【北九州芸術劇場】 

① 施設の管理運営は適切に行った。 

施設・設備の老朽化等に伴う修繕工事のため、令和７年度小劇場については、市と

協議のうえ提案書記載の目標値から計画休館期間（約2.5ヶ月）相当件数を減じた目

標値（366件）とした。 

なお、稼働率については、下記のとおり算出方法が変更している。 

【前指定期間（平成３１年度～令和６年度）】（算定式：稼働日数÷稼働可能日数） 

【現指定期間（令和７年度～９年度）】（算定式：稼働コマ数÷稼働可能コマ数） 

令和７年度の利用件数・稼働率の実績は以下のとおりである。 

【利用件数・稼働率】 

年度 
要求水準・ 
目標・実績 

大ホール 中劇場 小劇場 利用件数
合計 利用件数 稼働率 利用件数 稼働率 利用件数 稼働率 

Ｒ６年度 

（更新前） 

要求水準 450件 70％ 500件 70％ 550件 75％ ― 

目標 500件 75％ 416件 70％ 565件 80％ 1,481件 

実績 500件 78％ 398件 64％ 508件 74％ 1,406件 

Ｒ７年度 

（１年目） 

要求水準 450件 55％ 450件 55％ 500件 55％ 1,400件 

目標 450件 55％ 450件 55％ 366件 55％ 1,266件 

実績 584件 70％ 537件 68％ 372件 59％ 1,493件 

Ｒ８年度 

（２年目） 

要求水準 450件 55％ 450件 55％ 500件 55％ 1,400件 

目標 450件 55％ 337件 55％ 500件 55％ 1,287件 

実績        

Ｒ９年度 
（３年目） 

要求水準 450件 55％ 450件 55％ 500件 55％ 1,400件 

目標 450件 55％ 450件 55％ 500件 55％ 1,400件 

実績        
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※   ・・・評価対象年度 

大ホール・中劇場・小劇場の利用件数・稼働率は全て目標を達成した。特に大ホー

ルは、稼働率の当年度目標値に加え、利用件数の対前年比についても大幅に上回った。

これは、近隣ホールの休館によりその定期的な利用者が大ホールを利用するようにな

ったことや、３日以上を連続利用する大規模な催事が増加したことなどが要因となっ

ている。休館した近隣ホールの定期利用者に対しては、近隣ホールでの利用状況を丁

寧に伺い、大ホールなどを代替施設としてご利用いただくうえでの懸念や不安が解消

されるよう努めた。あわせて、要望に応じ利用前の施設見学等を実施するなど、利用

計画を立てやすい環境を整えることで、新規利用者の獲得に努めた。新たな利用者に

対しては、利用方法や施設特性等を丁寧に案内し円滑な利用を支援した。大規模催事

については今後も継続利用いただけるよう、利用者との良好な関係づくりや、次回利

用に向けた早期からの働きかけに努めたほか、さらに利用満足度を高めるため劇場内

での情報・事例共有を密にし、自主事業実施等の経験やノウハウを貸館対応等幅広い

利用形態にも活かした。これらの結果、利用拡大につながったと考えている。なお、

小劇場は目標値を上回ったものの、大ホール・中劇場と比較すると稼働率・利用件数

ともに低い数値となっている。引き続き、施設の利便性を高める取組み等を通じて、

利用促進に取り組む。 

令和７年度においても、「創る・育つ・観る・支える」の４つの事業コンセプトを柱

に、劇場オリジナル作品や独創性に富んだ良質な作品等を通じて優れた舞台芸術の創

造・発信、地域の賑わいづくり、文化・芸術を担う人材の育成等に取り組んだ。自主

事業（公演事業）全体の入場率は以下のとおりである。 

【自主事業（公演事業）の入場率】 

年度 Ｒ６年度 

（更新前） 

Ｒ７年度 

（１年目） 

Ｒ８年度 

（２年目） 

Ｒ９年度 

（３年目） 

実績 92％ 83％   

※   ・・・評価対象年度 

入場率は83%となり、前年度実績を下回る結果となった。95%を超える演劇・サーカ

ス公演や創造事業もあったものの、12～１月に意欲的に演劇・ダンスの公演に取組ん

だが時期が集中したことで入場者が分散してしまった可能性もある。今後はさらに、

効果的に入場率を高めることができるよう、公演ラインナップや時期の調整、広報等

に多角的に取り組む。 

② 利用者の増加や利便性を高めるための取組として、キャッシュレス決済を継続する

とともに、令和７年度においても電子チケット（チケットレス機能）の活用等ＤＸを

推進し、利便性向上につなげた。また、Q-station における公演チケット預かり販売

の利便性向上や、自主事業ラインアップから複数演目セット券・ターゲット別券種の

設定、新たに団体観劇斡旋のチラシを作成・周知を行う等、販売促進に積極的に取り

組んだ。より地域に開かれた劇場を目指し、「キタゲキヒラクプロジェクト」を始動。

市民と劇場をつなぐ企画をさらに充実させた。 

③ 響ホールとの連携のもと、財団共通の会員制度及びチケットシステムの運用により

顧客管理を統合し、新規観客層の開拓と固定客の定着を推進した。また、舞台技術分

野の情報共有（防犯・防災対策、法改正対応、舞台備品調整のノウハウ等）を図ると
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ともに、各自主事業において公演・ワークショップ等の視察を積極的に受け入れるこ

とにより、施設間の相互理解と芸術文化分野での専門的人材育成を加速させた。 

④ 令和７年度は「情報誌Ｑ」による包括的な情報発信を継続し、他ジャンル層へのア

プローチにより新たな観客層の開拓につなげた。有料会員向けに新たに実施した季刊

ＤＭでは、公演情報に加え施設周辺を中心とした観光スポットの紹介等も掲載するな

ど、観劇プラスアルファの楽しみ方を提案した。 

また、社内外メディアを最大限活用し、ファンの満足度向上と新規ファン獲得の両

輪で広報活動を展開した。デジタルサイネージによる館内ＰＲの強化や、新聞・テレ

ビ・ネットメディアなど伝播力の高いメディア発信を通じ、劇場への期待値醸成に取

り組んだ。ＳＮＳでは舞台裏動画やスタッフ目線の見どころ紹介、市民サポーターの

活動発信など、フォロワーの年齢層・嗜好に応じた共感を促すコンテンツの作成・発

信を強化した。 

近隣店舗へのチラシ設置や市主催イベントでのＰＲ、「キタゲキ通信」の配布による

学芸事業の周知等、主催・貸館両事業の総合的な認知拡大を図った。劇場応援キャラ

クターを正式リリースし、市民に親しみやすい地域文化施設としてのイメージ強化を

図った。 

 

【響ホール】 

① 施設の管理運営は適切に行った。 

なお、稼働率については、下記のとおり算出方法が変更している。 

【前指定期間（平成３１年度～令和６年度）】（算定式：稼働日数÷稼働可能日数） 

【現指定期間（令和７年度～９年度）】（算定式：稼働コマ数÷稼働可能コマ数） 

令和７年度の利用件数・稼働率の実績は以下のとおりである。 

【利用件数・稼働率】 

年度 
要求水準・ 
目標・実績 

ホール利用件数 稼働率 

Ｒ６年度 

（更新前） 

要求水準 450件 55％ 

目標 495件 61％ 

実績 437件 59％ 

Ｒ７年度 

（１年目） 

要求水準 450件 45％ 

目標 450件 45％ 

実績 430件 46％ 

Ｒ８年度 

（２年目） 

要求水準 450件 45％ 

目標 455件 46％ 

実績   

Ｒ９年度 
（３年目） 

要求水準 450件 45％ 

目標 460件 47％ 

実績   

※   ・・・評価対象年度 

目標値に対して、利用件数は未達成であったものの、稼働率は達成した。利用件数
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については、定期的に利用していただいていた方の高齢化に伴う活動の見直しなどが

一因と考えられる。また、施設特性や時期・曜日による利用希望の偏りがあることを

踏まえ、閑散期・繁忙期を見極め、市内小中学校への利用案内チラシの配布等により

利用の平準化を図るなど、さらなる利用促進に取り組む。（なお、稼働率が前年度よ

り大幅に下がっているのは、稼働率の算出方法を改めたことによる。） 

令和７年度は、「創造と発信」「育成と継承」「地域連携による心豊かな社会の実

現」「優れた音楽環境を継ぐ」の４つの基本方針に基づき、北九州国際音楽祭（７事

業）、「響シリーズ」（４事業）、「響ホールへようこそ！」（３事業）等の自主事業を実

施した。また、市との共同による音楽振興事業（北九州市少年少女合唱団育成事業・

ジュニアオーケストラ育成事業等）を引き続き実施した。 

自主事業（公演事業）の入場率は以下のとおりである。 

【自主事業（公演事業）の入場率】 

年度 Ｒ６年度 

（更新前） 

Ｒ７年度 

（１年目） 

Ｒ８年度 

（２年目） 

Ｒ９年度 

（３年目） 

実績 84％ 70％   

※   ・・・評価対象年度 

入場率は70%となり、前年度実績を下回る結果となった。理由としては、「響シリ

ーズ」、「響ホールへようこそ！」について、令和６年度は複数公演で高い集客率を記

録したが、令和７年度は公演内容の特性や入場料の見直し、開催時期の影響等によ

り、全体として入場率が伸び悩んだ。今後は、開催時期の見直しに加え、広報手法の

強化により安定した集客確保に取り組む。北九州国際音楽祭においては、キリル・ゲ

ルシュタイン＆藤田真央など市民から支持の高いアーティストを招聘し、高い集客を

実現した。 

令和７年度も、地域における音楽文化振興の取り組みが評価され、文化庁「地域の

中核劇場・音楽堂等活性化事業」の助成採択を受けた。平成３０年度からの継続採択

は高い評価を裏付けるものである。 

② 昨年度に引き続き、無料のシャトルバス「響ホールお迎えバス」を運行した。ま

た、会員制度を通じた利用者ニーズへの対応、電子チケット（チケットレス機能）の

活用を継続するとともに、インターネット予約・抽選システムを活用した貸館のサポ

ート体制をさらに充実させることにより、利用者の利便性向上に取り組んだ。 

③ 北九州芸術劇場との連携のもと、財団共通の会員制度・チケットシステムの運用に

より顧客管理を統合し、新規観客層の開拓と固定客の定着を推進した。また、舞台技

術分野の情報共有（防犯・防災対策、法改正対応、舞台備品調整のノウハウ等）を図

るとともに、各自主事業において公演・ワークショップ等の視察を積極的に受け入れ

ることにより、施設間の相互理解と芸術文化分野での専門的人材育成を加速させた。 

④ 「情報誌Ｑ」による包括的な情報発信により、他ジャンルへのアプローチによる新

たな観客層の開拓を推進した。また、ホームページ・響ホール公式Ｘ・YouTubeを積極

的に活用し、情報発信の充実・強化を図った。市内唯一の音楽専用ホールとしての強

みを活かした貸館利用促進（チラシの近隣教育機関等への配布）や、「hibiki こども

未来シート」「まるっとEnjoy！響ホールで夏休み」の実施等を通じ、新たなファン層

の開拓に取り組んだ。 
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 （２）利用者の満足度 評価レベル

（０～５） 

  ① 利用者アンケート等の結果、施設利用者の満足が得られていると言える

か。 

５ 
  ② 利用者の意見を把握し、それらを反映させる取組みがなされたか。 

  ③ 利用者からの苦情に対する対応が十分に行われたか。 

  ④ 利用者への情報提供が十分になされたか。 

  ⑤ その他サービスの質を維持・向上するための具体的な取組みがなされ、

その効果があったか。 

 ［評価の理由、要因・原因分析］ 

【北九州芸術劇場】 

① 令和７年度のアンケート結果は以下のとおりである。 

【アンケート結果】 

年度 
総合評価（「満足層」達成率） 

回収率 回収数 
要求水準 目標 実績 

Ｒ６年度 

（更新前） 
― 97％ 97％ 75％ 213件 

Ｒ７年度 

（１年目） 
85％ 97％ 99％ 72％ 196件 

Ｒ８年度 

（２年目） 
85％ 97％   

 

Ｒ９年度 

（３年目） 
85％ 97％   

 

※   ・・・評価対象年度※実績は、満足度に対する回答が無いものを除く 

アンケートの回収率は72％、総合評価「満足層」の割合は99％となり、スタッフの応対

や館内の清潔さについて特に高い評価を得ている。アンケート結果から利用者の満足度

の低い項目を精査し、更なる改善に活かした。また、自主事業においても観客や参加者

を対象にアンケート調査を実施し、サービスや公演内容等に関する満足度やニーズの把

握に努めた。これらのアンケート結果をもとに継続的な調査研究を行い、その分析に基

づいてより良い劇場運営のあり方を検討し続けている。こうした取り組みの積み重ねが、

利用者の信頼とリピート率の高さにつながっていると考える。 

②③ 利用者の意見・要望や苦情については、報告体制を整備し的確に把握するととも

に、課題解決等に役立てた。工事等を実施する場合は適切な時期に利用者へ情報提供

を行い、迅速な対応と分かりやすい説明に努めた。苦情・クレームはネガティブに捉

えるのではなく、お客様目線で改善できる機会と捉え、苦情の発生・対応内容を組織

内で共有し、予防・改善につなげた。 

④ 利用者への情報提供として、以下に取り組んだ。 

〇ホームページに施設の空き状況、使用の流れ、料金表、図面等各種資料を掲載 

〇催し情報について、ホームページ・リバーウォーク北九州館内での情報掲示・プレ

イガイドでのポスター・チラシ設置、北九州市芸術文化情報サイト「かるぽー」を

活用した情報発信 
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〇デジタルサイネージの活用による施設内での分かりやすい利用案内と情報発信 

⑤ 施設全体で利用者・来場者をサポートし、サービスの質向上に努めた。 

〇各会場にて案内を行うスペシャリスト「北九州芸術劇場レセプショニスト」を配置 

〇令和７年度文化庁委託事業を活用して、インクルーシブ研修を実施し、舞台芸術を

活かしたインクルーシブな劇場となるためにできることを劇場全体で思索 

〇バリアフリーチェックの実施とアクセシビリティ改善への継続的な取り組み 

〇劇場スタッフのノウハウ共有、専門的知識や接遇・鑑賞サポート面のスキルアップ

研修等を実施 

【響ホール】 

① 令和７年度のアンケート結果は以下のとおりである。 

【アンケート結果】 

年度 
総合評価（「満足層」達成率） 

回収率 回収数 
要求水準 目標 実績 

Ｒ６年度 

（更新前） 
― 97％ 100％ 100％ 230件 

Ｒ７年度 

（１年目） 
85％ 97％ 100％ 97％ 292件 

Ｒ８年度 

（２年目） 
85% 97％    

Ｒ９年度 

（３年目） 
85% 97％    

※   ・・・評価対象年度 

※ 実績は、満足度に対する回答が無いものを除く 

アンケートの回収率は97％、総合評価「満足層」の割合は100％となり、スタッフ

の応対や館内の清潔さについて特に高い評価を得ている。個別設問においても施設・

スタッフの応対ともに高い満足度を維持した。「また利用したい」との回答割合も前年

度同様に高い水準を確保しており、施設として利用者から高い信頼を得ている。 

②③ 利用者からの苦情・クレームは貴重な改善提案として受け止め、職員間の情報共

有を通じて積極的な改善を図った。対応マニュアルを整備し、苦情・クレームに係る

情報伝達ルートの整備と組織内での問題意識の共有、予防・改善に努めた。 

④ 利用者への情報提供として、以下に取り組んだ。 

〇ホームページに施設の空き状況・使用の流れ・利用料金を分かりやすく記載 

〇図面等各種資料のダウンロード対応による利便性向上 

〇北九州市芸術文化情報サイト「かるぽー」を活用した催事情報の一元発信 

⑤ 誰もが安心して公演等を楽しめる環境づくりのため、「安全管理」と「バリアフリー」

の視点を軸に、利用者の利便性向上と接遇力の強化に取り組んだ。貸館利用者の希望

に合わせたお迎えバスの運行により、来場しやすい環境の整備を図った。 

インクルーシブな音楽堂環境の実現に向けては、アーツスタッフ養成講座において

一般社団法人「生き方のデザイン研究所」から講師を招き、インクルーシブデザイン

思考に基づく、障害のある方への接遇を学んだ。養成講座で研鑽を積んだスタッフが

実際のインクルーシブ公演の現場に立つことで、障害のある方を含むすべての来場者

が安心して音楽を楽しめる環境をさらに充実させた。 
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２ 効率性の向上等に関する取組み  

 （１）経費の低減等 評価レベル

（０～５） 

  ① 施設の管理運営（指定管理業務）に関し、経費を効率的に低減するための

十分な取組みがなされ、その効果があったか。 

３ 
  ② 清掃、警備、設備の保守点検などの業務について指定管理者から再委託

が行われた場合、それらが適切な水準で行われ、経費が最小限となるよう

工夫がなされたか。 

  ③ 経費の効果的・効率的な執行がなされたか。 

 ［評価の理由、要因・原因分析］ 

【北九州芸術劇場】 

① 令和７年度指定管理期間初年度として、以下の収支状況となった。 

（単位：千円） 

【支 出】 
Ｒ６年度 
（更新前） 

Ｒ７年度 
（１年目） 

Ｒ８年度 
（２年目） 

Ｒ９年度 
（３年目） 

修繕費 
計画 5,834 5,839 5,839 5,839 

実績 5,834 4,927 － － 

リバーウォーク北九州 

管理組合負担金 

計画 454,860 463,663 463,663 463,663 

実績 444,243 459,954 － － 

その他管理運営費 
計画 504,072 540,538 544,738 544,738 

実績 502,766 540,538 － － 

計 
計画 964,766 1,010,040 1,014,240 1,014,240 

実績 952,843 1,005,419 － － 

前年度との比較 － 52,576 － － 

※   ・・・評価対象年度 

指定管理料の実績額は 1,005,419 千円となった。前年度と比較し 52,576 千円増と

なっているが、これは指定管理期間の更新時に上限額が引き上げられたこと等による

もの。引き続き、経験・知識を生かした施設・備品の維持管理による価値の延伸を図

り、管理運営経費の節減に取り組んだ。 

② 舞台機構・音響・照明等の保守点検や、ホスピタリティサービスを含む各業務への

スタッフ配置については、これまでの管理運営経験と実績を活かして委託内容を熟慮

し、適切な業者選定と監督・指導を徹底した。 

③ 経費低減のため、以下の取組みを行った。 

〇技術力や経験・知識を活かした施設・備品の維持管理による価値の延伸と管理運営

経費の節減 

〇劇場ホール施設区画とオフィス区画を区別し、それぞれに適した省エネ行動を実施 

〇舞台・客席・楽屋・ホワイエ・ロビー等の照明LED 化について北九州市と継続して

検討・協議 

単年度予算だけでなく指定管理期間全体の執行計画を構築・共有し、時宜的な経費
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を考慮した計画的な予算執行を実施し、効果的かつ効率的な執行を行った。 

 

【響ホール】 

① 令和７年度指定管理期間初年度として、以下の収支状況となった。 

（単位：千円） 

【支 出】 
Ｒ６年度 
（更新前） 

Ｒ７年度 
（１年目） 

Ｒ８年度 
（２年目） 

Ｒ９年度 
（３年目） 

修繕費（響ホール） 
計画 825 1,250 1,250 1,250 

実績 575 1,140 － － 

修繕費（市有施設： 

国際村交流センター） 

計画 3,462 4,833 4,833 4,833 

実績 3,462 7,241 － － 

光熱水費 
計画 27,212 27,212 27,212 27,212 

実績 29,331 29,535 － － 

その他管理運営費 
計画 199,335 198,544 199,191 199,191 

実績 197,466 198,544 － － 

計 
計画 230,834 231,839 232,486 232,486 

実績 230,834 236,460 － － 

前年度との比較 － 5,626 － － 

※   ・・・評価対象年度 

指定管理料の実績額は236,460 千円となった。前年度と比較し5,626千円増となっ

ているが、これは指定管理期間の更新時に上限額が引き上げられたこと等によるもの。 
市有施設（国際村交流センター）に係る修繕費の実績額は7,241 千円となり、当年

度計画及び前年度実績を上回った。これは、施設の老朽化に伴う修繕工事の増加や人

件費・資材価格等の物価上昇による修繕単価の上昇によるものである。 

今後も、利用者の安全確保及び施設機能の維持の観点から、消防設備等の法定対応

を含む緊急性・必要性の高い修繕に絞って対応を行う。 

② 響ホールに係る専門技術を要する業務（舞台設備・楽器類の保守管理等）について

は、当該業務に精通した業者に適切に再委託を行った。国際村交流センターの施設全

体の維持管理（設備保守点検・警備・清掃・消防点検等）については入札により適正

な業者に再委託し、施設の安全・安心やホールの信頼性が維持されるよう適切に指導・

監督を行った。 

③ 経費低減のため、以下の取組みを実施し、効果的かつ効率的な執行を行った。 
〇技術力や経験・知識を活かした施設・備品の維持管理による価値の延伸 

〇必要に応じたこまめな照明の消灯、空調の運転に係る節電行動の実施 

〇国際村交流センター入居者に対しても電力等の計画的な使用を継続して呼びかけ 

〇舞台・客席等の照明LED化について北九州市と継続して検討・協議 
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 （２）収入の増加 評価レベル

（０～５） 

  ① 収入を増加するための具体的な取組みがなされ、その効果があったか。 

４ 
② 使用料（利用料金）収入以外に、自主事業による収入や、企業などの外部

からの収入（例：協賛金など）を獲得できているか。 

③ 自主事業による収益を活用した施設の魅力向上などの投資や、サービス

向上などの指定管理業務や市への収益還元の取組みがなされたか。 

 ［評価の理由、要因・原因分析］ 

【北九州芸術劇場】 

施設使用料収入については、利用者の利便性や満足度の向上に努めた結果、60,342千

円となった。前年比で増収となっており、大ホールについては近隣ホールの休館の影響

や３日以上を連続利用する大規模な催事が増加したこと、中劇場については工事による

休館期間のあった令和６年度と比較して利用増となったことが主な要因と考えられる。 

チケット収入については、「最後のドン・キホーテ THE LAST REMAKE of Don Quixote」、

「二兎社公演49『狩場の悲劇』」等、話題性が高い作品を招聘・上演した結果、33,055千

円となった。 

助成金等外部資金については、文化庁助成及び民間助成の獲得に取り組んだ結果、

10,308千円を確保した。 

自主事業として、劇場エリア内に飲料用自動販売機（８台）を設置し、公演の前後・

幕間における来場者サービスの向上と収入確保を図った。 

（単位：千円） 

【収 入】 
Ｒ６年度 
（更新前） 

Ｒ７年度 
（１年目） 

Ｒ８年度 
（２年目） 

Ｒ９年度 
（３年目） 

指定管理料

収入 

計画 964,766 1,010,040 1,014,240 1,014,240 

実績 952,843 1,005,419 － － 

（単位：千円） 

【施設使用料】 
Ｒ６年度 
（更新前） 

Ｒ７年度 
（１年目） 

Ｒ８年度 
（２年目） 

Ｒ９年度 
（３年目） 

施設使用

料収入 

実績 40,373 60,342   

前年度比較 － 149.5% － － 

（単位：千円） 

【自主事業に 
おける収入】 

Ｒ６年度 
（更新前） 

Ｒ７年度 
（１年目） 

Ｒ８年度 
（２年目） 

Ｒ９年度 
（３年目） 

チケット 

収入等 
実績 118,091 33,055 － － 

助成金等 

外部資金 
実績 11,604 10,308 － － 

自動販売機 

設置事業収入 
実績 1,371 1,482   
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※   ・・・評価対象年度 

【響ホール】 

施設使用料収入については、13,738千円と前年度実績から微減となった。これは、貸

館事業の利用件数と同様に、定期的に利用していただいていた方の高齢化に伴う活動の

見直しなどが一因と考えられる。 

チケット収入については、北九州国際音楽祭においてキリル・ゲルシュタイン＆藤田

真央等、市民から支持の高いアーティストを招聘し、25,520千円となった。 

助成金等外部資金については、文化庁及び民間負担金助成の獲得に取り組んだ結果、

18,613千円を確保した。 

（単位：千円） 

【収 入】 
Ｒ６年度 
（更新前） 

Ｒ７年度 
（１年目） 

Ｒ８年度 
（２年目） 

Ｒ９年度 
（３年目） 

指定管理料

収入 

計画 230,834 231,839 232,486 232,486 

実績 230,834 236,460 － － 

（単位：千円） 

【施設使用料】 
Ｒ６年度 
（更新前） 

Ｒ７年度 
（１年目） 

Ｒ８年度 
（２年目） 

Ｒ９年度 
（３年目） 

施設使用

料収入 

実績 13,860 13,738 － － 

前年度比較 － 99.1% － － 

 

 

（単位：千円） 

【自主事業に 
おける収入】 

Ｒ６年度 
（更新前） 

Ｒ７年度 
（１年目） 

Ｒ８年度 
（２年目） 

Ｒ９年度 
（３年目） 

チケット 

収入等 
実績 36,237 25,520 － － 

助成金等 

外部資金 
実績 20,041 18,613 － － 

自動販売機 

設置事業収入 
実績 375 370   

※   ・・・評価対象年度 

３ 公の施設に相応しい適正な管理運営に関する取組み  

 （１）施設の管理運営（指定管理業務）の実施状況 評価レベル

（０～５） 

  ① 施設の管理運営（指定管理業務）にあたる人員の配置が合理的であった

か。 

４   ② 職員の資質・能力向上を図る取組みがなされたか（管理コストの水準、研

修内容など）。 

  ③ 地域や関係団体等との連携や協働が図られたか。 
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 ［評価の理由、要因・原因分析］ 

【北九州芸術劇場】 

① 事業の円滑な実施、安全対策・危機管理の推進及び多様な市民サービスの実現に向

け、舞台芸術及び舞台技術等に精通した経験豊かなプロデューサー・テクニカルディ

レクター・ローカルディレクター・フロントマネージャー等の専門職を配置した。こ

うした専門人材による質の高い運営体制のもと、来場者が安全・安心に鑑賞できる環

境の維持に努めた。 

館長（理事長兼務）指揮のもと、劇場支配人（総務文化部長・市派遣）が管理運営

業務を統括し、ホールの貸館・自主事業実施の際は係長級以上の職員が出勤するなど、

有事の際にも迅速に判断・対応できる管理体制を確立した。 

② 職員のスキルアップを図るため、以下の研修を実施した。 

〇接遇・ビジネスマナー研修、カスハラ対策研修（社会人スキル） 

〇北九州市職員研修所の新任係長・主査研修等の活用（組織運営） 

〇インクルーシブ研修（来場者サポート） 

〇フロントスタッフ研修（レセプショニスト研修）・舞台手動吊物操作研修・大ホール

本花道組勝手研修（専門技能） 

〇施設内防災設備講習・普通救命講習・救急車誘導訓練（安全・安心） 

〇劇場安全委員会（全課職員参加のヒヤリハット共有・防火防災活動） 

〇（公社）全国公立文化施設協会・（一財）地域創造・公共劇場舞台技術者連絡会加盟

館等が実施するアートマネジメント研修・他劇場舞台技術講座視察 

③ 市内図書館・市民センター等と連携した演劇・ダンスワークショップ、地元劇団と

の提携公演・稽古場提供、小・中学校・特別支援学校へのアウトリーチ、大学生イン

ターンシップの受入れ、市内中学校の授業への職員派遣等を実施した。 

 

また、ネーミングライツパートナー企業との協働、リバーウォーク北九州のにぎわ

いづくり協議会への参加、小倉都心部クリーンキャンペーンへの参加等、地域と向き

合う劇場として多様な主体との交流・連携に取り組んだ。 

広域的には、福岡県公立文化施設協議会・北部九州文化ネットワーク、劇場・音楽

堂等連絡協議会、公共劇場舞台技術者連絡会等の専門部会における加盟館との連携に

より、公共ホール運営スキルを高め合える協力関係を維持した。 

【響ホール】 

① ホール運営に必要な資格（防火管理者・第三種電気主任技術者・建築物環境衛生管

理技術者等）の資格保有者や、音楽・アートマネジメント・舞台技術等の専門技術を

有する人材の配置など、音楽ホールという特性に適した人員配置を行った。館長（理

事長兼務）のもと、音楽事業課長（市派遣）が管理運営業務を統括し、貸館・自主事

業実施の際は係長級以上の職員が出勤し、事故発生時に的確な対応ができる責任体制

を整えた。 

② 職員の資質・能力向上のため、以下の研修を実施した。 

〇接遇・ビジネスマナー研修、人権研修、カスハラ対策研修（社会人スキル） 

〇車椅子利用者・視覚障害者サポート研修（来場者サポート） 

〇フロントスタッフ研修（レセプショニスト研修）、クラシック音楽公演・企画に関す
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る研修（専門技能） 

〇国際村交流センター全体での避難訓練、北九州芸術劇場が実施する防災設備講習等

への参加（安全・安心） 

〇（公社）全国公立文化施設協会・類似ホール連絡会等が実施する研修への参加 

③ 「地域」・「人」と向き合うホールとして、多様な主体との交流・連携・協働を図り、

芸術文化の力を活かした事業に取り組んだ。 

具体的には、全日本学生音楽コンクール（毎日新聞社主催）の実施、北九州市立八

幡図書館との連携による「朗読コンサート」の実施（地元アーティスト起用）、特別支

援学校・福祉施設への訪問コンサートやインクルーシブ公演等を実施した。 

また、ＪＲ八幡駅周辺の活性化を目的に組織された地元産学連携団体「KEYAKI 

TERRACE YAHATA（ケヤキ テラス ヤハタ）」への参画を継続し、地域のにぎわいづくり

に貢献した。 

これらの取組みを通じ、地域住民がまちの魅力を再発見し、まちへの愛着や誇りを

醸成する機会を提供した。 

 （２）平等利用、安全対策、危機管理体制など 評価レベル

（０～５） 

  ①  施設の利用者の個人情報を保護するための対策が適切に実施されてい

るか。 

３ 

  ② 利用者を限定しない施設の場合、利用者が平等に利用できるよう配慮さ

れていたか。 

  ③ 利用者が限定される施設の場合、利用者の選定が公平で適切に行われて

いたか。 

  ④ 施設の管理運営（指定管理業務）に係る収支の内容に不適切な点はない

か。 

  ⑤ 日常の事故防止などの安全対策が適切に実施されていたか。 

  ⑥ 防犯、防災対策などの危機管理体制が適切であったか。 

  ⑦ 事故発生時や非常災害時の対応などが適切であったか。 

 ［評価の理由、要因・原因分析］ 

【北九州芸術劇場】 

① 当財団が策定した「個人情報保護規程」及び「情報セキュリティポリシー」を遵守

して業務を行った結果、令和７年度においても個人情報の漏洩は発生せず、個人情報

の保護を適切に行った。 

②③ 施設利用の受付・決定にあたっては、条例及び関連規程に則り、透明性・公平性

に配慮して行った。優先利用については必要最低限の範囲とし、北九州市とも協議・

調整しながら、公平・公正な運営を実施した。 

④ 使用料等の徴収及び市への納付並びに月例報告等各種報告書の作成・提出とも、適

切に行った。 

⑤ 適正なスタッフの配置により、安全な舞台管理と来場者の安全確保に努めた。来場

者アンケート・日常のスタッフの気づきによる危険箇所への明示や予防措置、段差部

への仮設スロープの配置、劣化カーペットの張替え・部分修繕等、危険箇所や鑑賞の

障害となる箇所の解消に継続的に取り組んだ。 
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劇場安全委員会を毎月開催し、議事録を関連公演以外の職員を含む全職員へ回覧す

ることにより、公演中に起きたヒヤリハット事例を組織全体で共有した。プロの舞台

技術者がいない場合の重量物備品の設置や移動等については劇場技術管理者が直接対

応し、安全性を確保した。施設の修繕・改修については、設備状態を把握しながら修

繕計画・予防保全について北九州市と適切に情報共有を行い、設備による事故の未然

防止に努めた。 

⑥ 公演中は常時危機管理リーダーを配置し、事故・災害等の緊急時に的確に劇場スタ

ッフを指揮できる体制を整えた。防犯対策として、エリア監視室への要員配置、１階

警備室での有人受付による入館者チェック、リバーウォーク北九州管理組合の２４時

間対応中央防災センターとの一体監視体制を維持した。防災対策については、全課職

員からなる防災プロジェクトチームによる防火・防災活動を推進し、リバーウォーク

北九州防火防災管理者と協力した劇場独自の実働防災訓練を実施した。収容人数の適

正管理を徹底し、避難行動に支障のない環境を確保した。 

⑦ 令和７年度の主催事業において、仕込み作業中に舞台設備の落下による接触事故が

発生したが、直ちに作業を中止し応急処置・医療機関への搬送を行ったことにより大

事には至らなかった。現場検証により安全を確認後、関係者と迅速に情報共有のうえ

適切に作業を再開した。本事案を教訓に再発防止策を徹底し、安全な舞台環境の確保

に引き続き努めていく。また、公演時においては予防措置の徹底により重大事故を未

然に防ぐことができた。平常時は緊急時対応マニュアルの周知徹底に加え、危機管理

リーダーを中心に有事に迅速かつ適切に対応できる体制を継続的に維持した。また、

北九州芸術劇場は北九州市の避難所には指定されていないが、災害発生時に帰宅困難

となった来場者等の避難・待機場所としての受入れを想定し、飲料水・保温アルミシ

ート等の災害時支援物資を継続して整備している。 

【響ホール】 

① 当財団が策定した「個人情報保護規程」及び「情報セキュリティポリシー」を遵守

して業務を行った結果、令和７年度においても個人情報の漏洩は発生せず、個人情報

の保護を適切に行った。 

②③ 利用受付について、条例及び関連規程に則り、透明性・公平性に配慮して行った。

優先利用については必要最低限の範囲とし、北九州市とも協議・調整しながら公平・

公正な運営を実施した。 

④ 使用料等の徴収及び市への納付並びに月例報告等各種報告書の作成・提出とも、適

切に行った。 

⑤ 日常の事故防止については、危険が予想される箇所への予防措置や緊急時の避難誘

導経路など、利用者への安全対策に関する具体的な説明を行った。車椅子・担架・AED

を適切に配置し、定期的に動作・状態確認及び使用方法の訓練を実施した。 

施設の修繕・改修については、劣化が著しい施設の状態把握に努め、適切に北九州

市に報告するとともに予防保全に取り組んだ。これにより日常場面及び舞台において

も事故を未然に防ぐことができた。 

⑥ 防犯対策として、中央監視室による２４時間対応の防犯体制及び監視カメラによる

エリア監視体制を維持した。防災対策として、音楽事業課長を防火管理者として配置
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し、国際村交流センター全体での防災・消防訓練（年度中２回）を実施した。危機管

理マニュアル・緊急時連絡網の整備と職員への周知徹底、収容人数の適正管理を継続

した。 

⑦ 令和７年度は予防措置の徹底により、重大事故を未然に防ぐことができた。響ホー

ルは北九州市の避難所には指定されていないが、災害発生時に帰宅困難となった来場

者等の避難・待機場所としての受入れを想定し、飲料水・保温アルミシート等の災害

時支援物資を継続して整備している。 

【総合評価】 

［全体的な評価・今後の対応等］ 

◇全体的な評価 

【トピック①：施設利用実績の顕著な達成】 

 令和７年度は新たな指定管理期間の初年度として、北九州芸術劇場では大ホール利用件

数 584 件（目標比約 130%）、中劇場 537 件（目標比 119%）と目標を大幅に上回る実績を

達成した。施設全体の利用件数合計1,493件（目標比約118%）についても、近隣ホール

の休館による代替需要の取り込みや大規模催事の増加等により、目標を上回った。響ホ

ールについても、稼働率（46%）が要求水準（45%）を上回るなど、施設特性に応じた安定

的な運営を維持した。 

【トピック②：利用者満足度の極めて高い水準】 

 利用者満足度については、北九州芸術劇場 97%・北九州市立響ホール 100%と、いずれも

要求水準（85%）・目標値（97%）を達成した。特に響ホールは97%という高い回収率の中、

満足度100%を維持しており、サービスの質に対する利用者からの高い信頼が強く現れて

いる。さらには、インクルーシブに関する研修や公演の実施、バリアフリーチェック等、

ハード・ソフト両面でのアクセシビリティ向上に係る取組みも、高満足度維持に寄与し

ている。 

【トピック③：両施設の有機的な連携】 

 両施設共通の会員制度及びチケットシステムの統合運用、情報誌Ｑによる包括的な情報

発信等により、新規観客層の開拓と固定客の定着を一体的に推進した。舞台技術分野の

情報共有（防犯・防災対策・法改正対応・舞台備品調整のノウハウ共有等）、相互視察の

積極的実施等、施設間の専門的連携も充実させた。 

【トピック④：外部資金の継続確保と文化庁助成の継続採択】 

 芸術劇場において文化庁・民間助成を合わせて 10,308 千円、響ホールにおいて 18,613

千円の外部資金を確保した。地域の芸術文化拠点としての質の高い取組みが評価されて

いることにより、長年、両施設とも文化庁等の助成を獲得している。 

【トピック⑤：地域との多様な連携・協働】 

 市内図書館・小中特別支援学校・福祉施設等へのアウトリーチ、大学生インターンシッ

プの受入れ、中学校授業への職員派遣等を実施するなど、文化施設としての地域貢献機

能を発揮した。芸術劇場では「キタゲキヒラクプロジェクト」を始動し、市民と劇場を

つなぐ企画を充実させた。響ホールでは地元産学連携団体「KEYAKI TERRACE YAHATA」へ

の参画を継続し、ＪＲ八幡駅周辺の活性化にも貢献した。 

◇今後の対応 
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○ 自主事業（公演事業）の入場率については、芸術劇場・響ホールとも前年度実績を下

回った。開催時期の見直し・広報の強化・更には会員制度を活用した販売促進等、分析

に応じた具体的な改善策を実施し、入場率向上を図る。 

○ 響ホールの利用件数は目標（450件）に対して実績430件と未達であった。高齢化に伴

う活動の見直しが一因である。市内小中学校へのチラシ配布等を通じた閑散期の利用促

進・新規利用者開拓などの取組みを継続する。 

○ 令和７年度に発生した舞台設備落下による接触事故の再発防止策を徹底するととも

に、劇場安全委員会を中心とした組織的な安全管理体制のさらなる強化を図る。 

○ 老朽化施設の修繕・更新については北九州市との情報共有・連携を継続し、設備事故

の未然防止を最優先課題として取り組む。 

○ インクルーシブな文化芸術の推進、デジタル活用によるアクセシビリティ向上、次世

代への文化継承等、時代の変化に対応した事業展開を継続する。 

 

 

 

 

 

【評価レベル】 

評価レベル  評価レベルの考え方 

５ 良 い 要求水準・目標・計画を大幅に上回り、特に優れた管理運営をおこなった 

４  要求水準・目標・計画を上回り、優れた管理運営をおこなった 

３ 普 通 要求水準・目標・計画を満たしており、適正に管理運営をおこなった 

２  要求水準・目標・計画を下回り、課題の残る管理運営となった 

１  要求水準・目標・計画を大幅に下回り、大いに課題の残る管理運営となった 

０ 適切でない 不適切な管理運営となった 

※この様式は外部にも公表する資料となります。 


